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学外実習 (Internship) 
４年・夏季・１単位・選択 

機械工学科・担当 児玉 謙司 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(4) 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

D-2 (80%), A-2 (20%) 

〔JABEE 基準〕 

 

(d-2d), (b) 

〔講義の目的〕 
 

 企業などでの実習または研修的な就業体験を通じて、 

（1） 技術者としての心構えや社会人として何が必要かを学ぶ。 

（2） 自らが職業意識を高める機会とする。 

（3） 自主性、創造性、および柔軟性の大切さを知り、学生としてこれからなすべきこと 

       を再考する機会とする。 

 
〔講義の概要〕 

 
原則として実習先の企業などで用意されたテーマの実験、あるいは実務を体験することになる。

なお，実現の可否は別にして、各自でテーマを用意して実習に望む態度も重要である。 

〔履修上の留意点〕 
 
実習先で発行される学外実習修了証明書、実習中に担当者に提出する業務日誌、実習修了後に 

学内提出する成果報告書、および成果報告会すべてを満足することを履修条件とする。 
実習中は安全に留意すること。 実習者は保険に加入することを義務づける。 

 
〔到達目標〕 
 

技術者としての心構えや社会人として何が必要かを説明できること。自らが職業意識をどのよう

に高めたかを説明できること。自主性、創造性、および柔軟性の大切さを知る機会とすること。 

さらに、学生としてこれからなすべきことを再考する機会とすること。 

 

〔評価方法〕 

 

実習先での学外実習修了証明書および業務日誌(50%)、学外実習報告書(25%)、および 

学内での報告会での発表(25%)の４点によって評価する。（４点全て満たすことを合格の条件とす

る。） 

 

〔教科書〕 

 なし 

〔補助教材・参考書〕 

 平成 13 年度～平成 21 年度 学外実習報告書 

〔関連科目・学習指針〕 

 

実習中の体験の詳細を記録にとり、これまで学んできた専門教科との関連を調べる。実習先の 

技術者と積極的に交流を持ち、技術者としての心構えや技術者として要求される専門知識の 

基礎などについて話合いをすること。 
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講義項目・内容           

週数 講義項目 講義内容 
自己 
評価＊

第 1 週    

第 2 週    

第 3 週    

第 4 週    

第 5 週    

第 6 週    

第 7 週    

第 8 週    

第 9 週    

第 10 週    

第 11 週    

第 12 週    

第 13 週    

第 14 週    

第 15 週    

 

第 16 週    

第 17 週    

第 18 週    

第 19 週    

第 20 週    

第 21 週    

第 22 週    

第 23 週    

第 24 週    

第 25 週    

第 26 週    

第 27 週    

第 28 週    

第 29 週    

第 30 週    

 

１．実施時期   夏季休業期間中 
２．実施期間   ５日間以上にわたり、合計３０時間以上従事 
３．実習の内容  設計、生産技術、生産管理、品質管理、実験および実験助

手、機能・性能・材料試験、販売、サービスなどの分野 
４．学外実習先  学科が認めた実習先（民間企業、研究期間、行政機関） 
５．スケジュール    ５月 学外実習ガイダンス 

・ 概要説明 
・ 実習先企業の紹介と実習内容の説明 
・ 安全教育 
・ 希望調査と割り振り 

６月 事前研修会 
・ 学外実習の心構えなどの事前学習 
・ 講演会出席（外部講師） 

７月～８月 実習 
・ 実習先でのオリエンテーション 
・ 実習 
・ 日誌および報告書の作成 

９月 学外実習のまとめ 
・ 成果報告書の提出 
・ 学外実習の成果報告会 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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